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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　射出成形により製造され、配列された複数の発光素子または複数の受光素子と、複数の
光伝送体との間に配置され、前記複数の発光素子または複数の受光素子と、前記複数の光
伝送体の端面とをそれぞれ光学的に接続する光レセプタクルであって、
　前記複数の発光素子から出射された光をそれぞれ入射させるか、内部を通る光を前記受
光素子に向けてそれぞれ出射させる複数の第１光学面と、
　前記複数の第１光学面で入射した光を前記複数の光伝送体の端面に向けてそれぞれ出射
させるか、前記複数の光伝送体からの光をそれぞれ入射させる複数の第２光学面と、
　前記第１光学面で入射した光を前記第２光学面に向けて反射させるか、前記第２光学面
で入射した光を前記第１光学面に向けて反射させる第３光学面と、
　前記複数の第２光学面が配置された面に、前記複数の第２光学面の配列方向において、
前記複数の第２光学面を挟むように形成された複数の凹部と、
　を有し、
　射出成形における離型前の隣接する２つの前記第１光学面の中心間距離および離型前の
隣接する２つの前記第２光学面の中心間距離は、対向配置される隣接する２つの前記発光
素子から出射される光の光軸間距離、または対向配置される隣接する２つの前記光伝送体
から出射される光の光軸間距離より短く、
　離型後の隣接する２つの前記第１光学面の中心間距離および離型後の隣接する２つの前
記第２光学面の中心間距離は、対向配置される隣接する２つの前記発光素子から出射され
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る光の光軸間距離、または対向配置される隣接する２つの前記光伝送体から出射される光
の光軸間距離より短い、
　光レセプタクル。
【請求項２】
　複数の発光素子または複数の受光素子が配置された基板と、
　前記基板上に配置された請求項１に記載の光レセプタクルと、
　を有する、光モジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光レセプタクルおよびこれを有する光モジュールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　以前から、光ファイバーや光導波路などの光伝送体を用いた光通信には、面発光レーザ
ー（例えば、ＶＣＳＥＬ：Vertical Cavity Surface Emitting Laser）などの発光素子を
備えた光モジュールが使用されている。光モジュールは、発光素子から出射された通信情
報を含む光を光伝送体に入射させる送信用の光レセプタクル、または光伝送体からの光を
受光素子に入射させる受信用の光レセプタクルを有する（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
　図１は、特許文献１に記載の受信用の光レセプタクル１０の斜視図である。図１に示さ
れるように、光レセプタクル１０は、複数の光ファイバーからの光をそれぞれ入射させる
複数の入射面１２と、複数の入射面１２で入射した光を反射する反射面１４と、反射面１
４で反射した光を複数の受光素子に向かってそれぞれ出射する複数の出射面１６と、反射
面１４を挟むように配置された一対のガイド孔１８と、を有する。複数の光ファイバーは
光コネクタに収容されており、光コネクタの凸部をガイド孔１８に挿入することで、複数
の光ファイバーは光レセプタクル１０に接続される。
【０００４】
　このように接続された光レセプタクル１０では、光ファイバーから出射した光は、入射
面１２を介して入射し、反射面１４で受光素子の受光面に向かって反射された後、出射面
１６を介して受光素子の受光面に到達する。
【０００５】
　特許文献１に記載の光レセプタクル１０は、熱可塑性の透明樹脂を用いた射出成形によ
り一体成形される。具体的には、光レセプタクル１０は、金型のキャビティーに熱可塑性
の透明樹脂を流し込んで、固化せた後、光レセプタクル１０を離型することで製造される
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－０３１５５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１に記載の光レセプタクル１０を射出成形により製造する場合
、ガイド孔１８から、金型が抜けにくいため、離型時に反射面１４が変形してしまう。離
型時に変形した反射面１４は、離型前の形状に戻ることができない。よって、特許文献１
に記載の射出成形により製造された光レセプタクル１０は、光ファイバーから出射された
光を受光素子の受光面に適切に導くことができないという問題があった。
【０００８】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、射出成形により製造した場合に反射
面が変形したときであっても、発光素子または受光素子と、光伝送体とを光学的に接続で
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きる光レセプタクルを提供することを目的とする。また、本発明は、前記光レセプタクル
を有する光モジュールを提供することも目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の光レセプタクルは、射出成形により製造され、複数の発光素子または複数の受
光素子と、複数の光伝送体との間に配置され、前記複数の発光素子または複数の受光素子
と、前記複数の光伝送体の端面とをそれぞれ光学的に接続する光レセプタクルであって、
前記複数の発光素子から出射された光をそれぞれ入射させるか、内部を通る光を前記受光
素子に向けてそれぞれ出射させる複数の第１光学面と、前記複数の第１光学面で入射した
光を前記複数の光伝送体の端面に向けてそれぞれ出射させるか、前記複数の光伝送体から
の光をそれぞれ入射させる複数の第２光学面と、前記第１光学面で入射した光を前記第２
光学面に向けて反射させるか、前記第２光学面で入射した光を前記第１光学面に向けて反
射させる第３光学面と、前記複数の第２光学面が配置された面に形成された複数の凹部と
、を有し、射出成形における離型前の隣接する２つの前記第１光学面の中心間距離および
離型前の隣接する２つの前記第２光学面の中心間距離は、対向配置される隣接する２つの
前記発光素子から出射される光の光軸間距離、または対向配置される隣接する２つの前記
光伝送体から出射される光の光軸間距離より短い、構成を採る。
【００１０】
　本発明の光モジュールは、複数の発光素子または複数の受光素子が配置された基板と、
前記基板上に配置された本発明の光レセプタクルと、を有する、構成を採る。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、射出成形により製造して変形した場合であっても、複数の発光素子ま
たは複数の受光素子と、複数の光伝送体とを光学的に適切に接続させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、特許文献１に係る光レセプタクルの斜視図である。
【図２】図２は、実施の形態に係る光モジュールの断面図である。
【図３】図３Ａ～Ｅは、実施の形態に係る光レセプタクルの構成を示す図である。
【図４】図４Ａ，Ｂは、実施の形態に係る光レセプタクルの歪みを説明するための図であ
る。
【図５】図５Ａ，Ｂは、実施の形態に係る離型前の光レセプタクルにおける第１光学面お
よび第２光学面の配置を示す図である。
【図６】図６Ａ，Ｂは、実施の形態に係る離型後の光レセプタクルにおける光の光路を示
す図である。
【図７】図７Ａ，Ｂは、比較例に係る離型前の光レセプタクルにおける第１光学面および
第２光学面の配置を示す図である。
【図８】図８Ａ，Ｂは、比較例に係る離型後の光レセプタクルにおける光の光路を示す図
である。
【図９】図９は、第２光学面の中心間距離と、光のスポットの中心間距離との関係を示す
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明に係る実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００１４】
　（光モジュールの構成）
　図２は、本発明の一実施の形態に係る光モジュール１００の断面図である。図２では、
光レセプタクル１２０内の光路を示すために光レセプタクル１２０の断面へのハッチング
を省略している。
【００１５】
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　図２に示されるように、光モジュール１００は、発光素子１１４を含む基板実装型の光
電変換装置１１０と、光レセプタクル１２０と、を有する。光モジュール１００は、光レ
セプタクル１２０に光伝送体１１６が接続されて使用される。光伝送体１１６の種類は、
特に限定されず、光ファイバー、光導波路などが含まれる。本実施の形態では、光伝送体
１１６は、光ファイバーである。また、光ファイバーは、シングルモード方式であっても
よいし、マルチモード方式であってもよい。
【００１６】
　光電変換装置１１０は、基板１１２および複数の発光素子１１４を有する。発光素子１
１４は、基板１１２上に一列に配置されており、基板１１２の表面に対して垂直方向にレ
ーザー光を出射する。発光素子１１４は、例えば垂直共振器面発光レーザー（ＶＣＳＥＬ
）である。
【００１７】
　光レセプタクル１２０は、光電変換装置１１０と光伝送体１１６との間に配置された状
態で、発光素子１１４と光伝送体１１６の端面とを光学的に接続させる。以下、光レセプ
タクル１２０の構成について詳細に説明する。
【００１８】
　（光レセプタクルの構成）
　図３は、実施の形態に係る光レセプタクル１２０の構成を示す図である。図３Ａは、光
レセプタクル１２０の平面図であり、図３Ｂは、底面図であり、図３Ｃは、正面図であり
、図３Ｄは、背面図であり、図３Ｅは、右側面図である。
【００１９】
　図３に示されるように、光レセプタクル１２０は、略直方体形状の部材である。光レセ
プタクル１２０は、透光性を有し、発光素子１１４から出射された光を光伝送体１１６の
端面に向けて出射する。光レセプタクル１２０は、複数の第１光学面（入射面）１２１、
第３光学面（反射面）１２２、複数の第２光学面（出射面）１２３、および複数の凹部１
２４を有する。光レセプタクル１２０は、光通信に用いられる波長の光に対して透光性を
有する材料を用いて形成される。そのような材料の例には、ポリエーテルイミド（ＰＥＩ
）や環状オレフィン樹脂などの透明な樹脂が含まれる。また、後述するように、光レセプ
タクル１２０は、射出成形により製造される。
【００２０】
　第１光学面１２１は、発光素子１１４から出射されたレーザー光を屈折させて光レセプ
タクル１２０の内部に入射させる入射面である。複数の第１光学面１２１は、光レセプタ
クル１２０の底面に、発光素子１１４とそれぞれ対向するように長辺方向に一列に配置さ
れている。第１光学面１２１の形状は、特に限定されない。本実施の形態では、第１光学
面１２１の形状は、発光素子１１４に向かって凸状の凸レンズ面である。また、第１光学
面１２１の平面視形状は、円形である。第１光学面１２１の大きさは、発光素子１１４か
ら出射される光（光束）より大きいことが好ましい。なお、隣接する２つの第１光学面１
２１の中心間距離は、対向配置される隣接する２つの発光素子１１４から出射される光の
光軸間距離より短いことが好ましい。第１光学面１２１（入射面）で入射した光は、第３
光学面１２２（反射面）に向かって進行する。
【００２１】
　第３光学面１２２は、第１光学面１２１で入射した光を第２光学面１２３に向けて反射
させる反射面である。第３光学面１２２は、光レセプタクル１２０の底面から天面に向か
うにつれて、光伝送体１１６に近づくように傾斜している。発光素子１１４から出射され
る光軸に対する第３光学面１２２の傾斜角度は、特に限定されない。第３光学面１２２の
傾斜角度は、第１光学面１２１で入射した光の光軸に対して４５°であることが好ましい
。第３光学面１２２の形状は、特に限定されない。本実施の形態では、第３光学面１２２
の形状は、平面である。第３光学面１２２には、第１光学面１２１で入射した光が、臨界
角より大きな入射角で入射する。第３光学面１２２は、入射した光を第２光学面１２３に
向かって全反射させる。すなわち、第３光学面１２２（反射面）では、所定の光束径の光
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が入射して、所定の光束径の光が第２光学面１２３（出射面）に向かって出射する。
【００２２】
　第２光学面１２３は、第３光学面１２２で全反射した光を光伝送体１１６の端面に向け
て出射させる出射面である。複数の第２光学面１２３は、光レセプタクル１２０の側面に
、光伝送体１１６の端面とそれぞれ対向するように長辺方向に一列に配置されている。第
２光学面１２３の形状は、特に限定されない。本実施の形態では、第２光学面１２３の形
状は、光伝送体１１６の端面に向かって凸状の凸レンズ面である。これにより、第３光学
面１２２で反射した所定の光束径の光を光伝送体１１６の端面に効率良く接続させること
ができる。なお、隣接する２つの第２光学面１２３の中心間距離は、対向配置される隣接
する２つの光伝送体１１６から出射される光の光軸間距離より短いことが好ましい。
【００２３】
　凹部１２４は、光伝送体１１６を光レセプタクル１２０（複数の第２光学面１２３が配
置された面）に固定するための凹部である。凹部１２４に光伝送体取り付け部の突起をそ
れぞれ嵌合させることにより、光レセプタクル１２０の複数の第２光学面１２３が配置さ
れた面に対して光伝送体１１６が固定される。
【００２４】
　凹部１２４の形状および数は、光伝送体１１６を光レセプタクル１２０（複数の第２光
学面１２３が配置された面）に固定することができれば、特に限定されない。すなわち、
凹部１２４の形状は、光伝送体取り付け部の突起と相補的な形状であればよい。本実施の
形態では、凹部１２４の形状は、円柱形状である。また、凹部１２４の数も光レセプタク
ル１２０に対して光伝送体１１６を固定することができればよく、通常は複数個形成され
ている。本実施の形態では、２個の凹部１２４が、複数の第２光学面１２３が配置された
面に、第２光学面１２３のすべてを長辺方向に挟むように配置されている。複数の凹部１
２４は、第２光学面１２３を通る光の光軸と平行であって、かつ第３光学面１２２を垂直
方向に２分する面を対称面として、面対称の位置に形成されている。また、凹部１２４の
開口部の直径および深さも、特に限定されず、基板１１２の突起と相補的な形態であれば
よい。
【００２５】
　（光レセプタクルの製造方法）
　上述したように、本実施の形態に係る光レセプタクル１２０は、射出成形により製造さ
れる。以下、光レセプタクル１２０の製造方法について説明する。
【００２６】
　まず、金型を型締めする。射出成型に使用される金型は、凹部１２４に対応する部分が
あり、かつ本実施の形態に係る光レセプタクル１２０を成形することができれば、金型駒
の数や駒の割り方は、特に限定されない。このとき、型締めされた金型の内部には、設計
通りの光レセプタクルと相補的な形状のキャビティーが形成される。
【００２７】
　次いで、溶融樹脂を金型内のキャビティーに充填する。そして、キャビティー内に溶融
樹脂を充填させた状態で保圧しながら自然冷却する。
【００２８】
　最後に、型締めされた金型を型開きして、金型から光レセプタクル（射出成形品）１２
０を離型する。
【００２９】
　図４は、実施の形態に係る光レセプタクル１２０の歪みを説明するための図である。図
４Ａは、離型時に光レセプタクル１２０に掛かる応力を示す図である。図４Ｂは、射出成
形後の第３光学面１２２の形状を示すグラフである。図４Ｂにおいて、横軸は、第３光学
面１２２の中心からの距離ｄを示している。縦軸は、第３光学面１２２の法線方向の変形
量ｈを示している。光レセプタクル１２０から金型を離型するとき、光レセプタクル１２
０は、凹部１２４の内面および金型の凹部１２４に相当する部分に生じる摩擦力（挿抜力
）によって、凹部１２４の位置で金型側（図４Ａの下方向）引っ張られる（図４Ａの細い
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点線参照）。このとき、光レセプタクル１２０には、全体として湾曲するように応力が掛
かる（図４Ａの細い実線参照）。第１光学面１２１、第２光学面１２３および第３光学面
１２２は、全体として湾曲するように力が掛かり（図４Ａの太い実線参照）歪んだ状態で
離型される。
【００３０】
　このように、本実施の形態に係る光レセプタクル１２０は、射出成形により製造され、
離型時に全体として湾曲するように力が掛かり歪む。よって、本実施の形態に係る光レセ
プタクル１２０は、予め離型による変形を考慮して製品設計がされている。
【００３１】
　図５は、離型前の第１光学面１２１および第２光学面１２３の配置を説明するための図
である。図５Ａは、離型前の第１光学面１２１の配置を説明するための図であり、図５Ｂ
は、離型前の第２光学面１２３を説明するための図である。
【００３２】
　図５Ａ、Ｂに示されるように、射出成形における離型前の隣接する２つの第１光学面１
２１の中心間距離Ｄ１および離型前の隣接する２つの第２光学面１２３の中心間距離Ｄ２
は、対向配置される隣接する２つの発光素子１１４から出射される光の光軸間距離Ｄ３お
よび対向配置される隣接する２つの光伝送体１１６に入射する光の光軸間距離Ｄ４より短
く設計されている。なお、隣接する２つの発光素子１１４から出射される光の光軸間距離
Ｄ３および対向配置される隣接する２つの光伝送体１１６に入射する光の光軸間距離Ｄ４
は、同じである。
【００３３】
　図６は、離型後の光レセプタクル１２０における光の光路を示した図である。図６Ａは
、離型後の光レセプタクル１２０における発光素子１１４から第３光学面１２２までの光
路を示した図であり、図６Ｂは、離型後の光レセプタクル１２０における第３光学面１２
２から光伝送体１１６までの光路を示した図である。図６Ａ，Ｂにおいて、紙面左端の第
１光学面１２１は、図３Ｂ（底面図）における左端の第１光学面１２１を示しており、紙
面中央の第１光学面１２１は、図３Ｂ（底面図）における中央の第１光学面１２１を示し
ており、紙面右端の第１光学面１２１は、図３Ｂ（底面図）における右端の第１光学面１
２１をそれぞれ示している。
【００３４】
　図６Ａに示されるように、上述したように設計され、射出成形により製造された光レセ
プタクル１２０では、左端の発光素子１１４から出射された光は、第１光学面１２１で発
光素子１１４から出射される光の光軸より内側に屈折して、光レセプタクル１２０内に入
射する。そして、光レセプタクル１２０に入射した光は、第３光学面１２２で発光素子１
１４から出射される光の光軸より外側に向かって反射する。また、中央の発光素子１１４
から出射された光は、第１光学面１２１で、光レセプタクル１２０内に入射する。このと
き、中央の第１光学面１２１は大きく変形していないため、中央の第１光学面１２１から
入射した光は、発光素子１１４から出射される光の光軸に沿って、光レセプタクル１２０
内を進行する。光レセプタクル１２０に入射した光は、第３光学面１２２で発光素子１１
４から出射される光の光軸に沿って反射する。また、右端の発光素子１１４から出射され
た光は、第１光学面１２１で発光素子１１４から出射される光の光軸より内側に屈折して
、光レセプタクル１２０内に入射する。光レセプタクル１２０に入射した光は、第３光学
面１２２で発光素子１１４から出射される光の光軸より外側に向かって反射する。
【００３５】
　また、図６Ｂに示されるように、左端の発光素子１１４から出射され、第３光学面１２
２で反射した光は、第２光学面１２３で光伝送体１１６の端面の中心に向かって屈折して
、出射される。また、中央の発光素子１１４から出射され、第３光学面１２２で反射した
光は、第２光学面１２３で光伝送体１１６の端面の中心に向かって屈折して、出射される
。さらに、右端の発光素子１１４から出射され、第３光学面１２２で反射した光は、第２
光学面１２３で光伝送体１１６の端面の中心に向かって屈折して、出射される。このよう
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に、離型後の光レセプタクル１２０は、第１光学面１２１のピッチおよび第２光学面１２
３のピッチを調整することで、歪んだ状態で離型された場合であっても、発光素子１１４
および光伝送体１１６を光学的に接続できるようになっている。
【００３６】
　一方、本実施の形態のように、離型による変形を考慮しない場合、以下のような不具合
が生じる。
【００３７】
　図７は、離型による変形を考慮しないで製造した光レセプタクル１２０’（以下、比較
例の光レセプタクル１２０’とも称する）の離型前の第１光学面１２１および第２光学面
１２３の配置を説明するための図である。図７Ａは、離型前の光レセプタクル１２０’に
おける第１光学面１２１の配置を示した図であり、図７Ｂは、離型前の光レセプタクル１
２０’における第２光学面１２３の配置を示した図である。図８は、離型後の比較例の光
レセプタクル１２０’における光の光路を示した図である。図８Ａは、離型後の比較例の
光レセプタクル１２０’における発光素子１１４から第３光学面１２２までの光路を示し
た図であり、図８Ｂは、離型後の比較例の光レセプタクル１２０’における第３光学面１
２２から光伝送体１１６までの光路を示した図である。図８Ａ，Ｂにおいて、紙面左端の
第１光学面１２１は、図３Ｂ（底面図）における左端の第１光学面１２１に対応しており
、紙面中央の第１光学面１２１は、図３Ｂ（底面図）における中央の第１光学面１２１に
対応しており、紙面右端の第１光学面１２１は、図３Ｂ（底面図）における右端の第１光
学面１２１に対応している。
【００３８】
　図７Ａ，Ｂに示されるように、比較例の光レセプタクル１２０’は、離型前の隣接する
２つの第１光学面１２１の中心間距離Ｄ１および離型前の隣接する２つの第２光学面１２
３の中心間距離Ｄ２が、対向配置される隣接する２つの発光素子１１４から出射される光
の光軸間距離Ｄ３および対向配置される隣接する２つの光伝送体１１６に入射する光の光
軸間距離Ｄ４と同じになるように配置されている。すなわち、比較例の光レセプタクル１
２０’は、実施の形態に係る光レセプタクル１２０と、上述した第１光学面１２１および
第２光学面１２３の配置のみ異なる。
【００３９】
　比較例の光レセプタクル１２０’は、射出成形により製造する場合、実施の形態に係る
光レセプタクル１２０と同様に製造することができる。また、比較例の光レセプタクル１
２０’は、実施の形態に係る光レセプタクル１２０と同様に、離型のときに全体として湾
曲するように力が掛かり歪む。
【００４０】
　そして、図８Ａに示されるように、離型後の比較例の光レセプタクル１２０’では、左
端の発光素子１１４から出射された光は、第１光学面１２１で発光素子１１４から出射さ
れる光の光軸より外側に屈折して、光レセプタクル１２０’内に入射する。このとき、中
央の第１光学面１２１は大きく変形していないため、中央の第１光学面１２１から入射し
た光は、発光素子１１４から出射される光の光軸に沿って、光レセプタクル１２０内を進
行する。光レセプタクル１２０’に入射した光は、第３光学面１２２で発光素子１１４か
ら出射される光の光軸より外側に向かって反射する。また、中央の発光素子１１４から出
射された光は、第１光学面１２１で、光レセプタクル１２０’内に入射する。光レセプタ
クル１２０’に入射した光は、第３光学面１２２で発光素子１１４から出射される光の光
軸に沿って反射する。また、右端の発光素子１１４から出射された光は、第１光学面１２
１で発光素子１１４から出射される光の光軸より内側に屈折して、光レセプタクル１２０
’内に入射する。光レセプタクル１２０’に入射した光は、第３光学面１２２で発光素子
１１４から出射される光の光軸より外側に向かって反射する。
【００４１】
　また、図８Ｂに示されるように、左端の発光素子１１４から出射され、第３光学面１２
２で反射した光は、第２光学面１２３で本体到達すべき光伝送体１１６の端面の中心より
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大きく外側に向かって屈折して、出射される。また、中央の発光素子１１４から出射され
、第３光学面１２２で反射した光は、本体到達すべき第２光学面１２３で光伝送体１１６
の端面より僅かに外側に向かって屈折して、出射される。さらに、右端の発光素子１１４
から出射され、第３光学面１２２で反射した光は、本体到達すべき第２光学面１２３で光
伝送体１１６の端面の中心より大きく外側に向かって屈折して、出射される。このように
、比較例の離型後の光レセプタクル１２０’は、本来到達すべき位置より全体として外側
にずれるように、光伝送体１１６に到達するため、適切に発光素子１１４と光伝送体１１
６を接続することができない。
【００４２】
　次に、離型後の第２光学面１２３の中心軸間距離と、第２光学面１２３から出射された
光のスポットの中心間距離とについて調べた。図９は、第２光学面１２３の中心軸間距離
と、光のスポットの中心間距離との関係を示す図である。なお、「光のスポット」とは、
光伝送体１１６の端面において、第２光学面１２３から出射した光の中心の到達位置を意
味する。ここでは、離型前の第１光学面１２１および第２光学面１２３の光軸間距離が２
．７５ｍｍの光レセプタクル１２０を使用した。図９Ａは、第２光学面１２３の中心軸間
距離を０．００８ｍｍずつ狭くした光レセプタクルを使用した場合の結果を示している。
図９Ｂは、第２光学面１２３の中心軸間距離を０．００６ｍｍずつ狭くした光レセプタク
ルを使用した場合の結果を示している。図９Ｃは、第２光学面１２３の中心軸間距離を調
整していない比較例の光レセプタクル１２０’を使用した場合の結果を示している。また
、第１光学面１２１は、第２光学面１２３と同様に光軸間距離を狭くしているため、第１
光学面１２１については、記載を省略する。
【００４３】
　図９Ａに示されるように、第２光学面１２３の中心軸間距離を０．００８ｍｍずつ狭く
した光レセプタクルでは、両端の第２光学面１２３の間隔が２．７４４ｍｍであり、両端
の光スポットの中心間距離が２．７４７ｍｍであった。また、図９Ｂに示されるように、
第２光学面１２３の中心軸間距離を０．００６ｍｍずつ狭くした光レセプタクルでは、両
端の第２光学面１２３の中心間距離が２．７４６ｍｍであり、両端の光スポットの中心間
距離が２．７５ｍｍであった。さらに、図９Ｃに示されるように、第２光学面１２３の中
心軸間距離を調整していない比較例の光レセプタクル１２０’では、両端の第２光学面１
２３の中心間距離が２．７５２ｍｍであり、両端の光スポットの中心間距離が２．７６０
ｍｍであった。
【００４４】
　ここで、特に図示しないが、本実施の形態では、光のスポットのずれ幅は、設定位置に
対して－０．００３～０．００３ｍｍの範囲内であれば、発光素子１１４の光を適切に光
伝送体１１６接続することができた。ここで、「光のスポットのずれ幅」とは、光のスポ
ットの設定位置と、各光レセプタクルから出射された光のスポットとのずれ幅をいう。ま
た、「第２光学面１２３のずれ幅」とは、光伝送体１１６における端面の中心間距離に対
する離型後における第２光学面１２３の中心間距離のずれ幅をいう。また、第２光学面１
２３のずれ幅と、光のスポットのずれ幅との間には、比例関係があることがわかった。こ
れにより、発光素子１１４から出射された光を適切に光伝送体１１６接続することができ
る光レセプタクル１２０の第２光学面１２３のずれ幅は、－０．００６～－０．００２ｍ
ｍの範囲内であればよいことがわかった。さらに、第２光学面１２３のずれ幅を所定の範
囲内にするためには、第２光学面１２３の中心間距離を－２．７４４～２．７４８ｍｍの
範囲内で狭くすればよいことがわかった。また、特に図示しないが、各寸法が異なる光レ
セプタクルについても、本実施の形態のように、第２光学面１２３の中心軸距離のずれ幅
と、光のスポットのずれ幅との間には関係性があることがわかった。よって、大きさの異
なる光レセプタクルを射出成形により製造した場合であっても、第２光学面１２３の中心
軸間距離のずれ幅と、光のスポットのずれ幅との関係について調べることにより、発光素
子１１４および光伝送体１１６を適切に接続できる光レセプタクルにおける第２光学面１
２３の中心間距離を求めることができる。これにより、発光素子１１４および光伝送体１
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【００４５】
　（効果）
　以上のように、離型前の第１光学面１２１の中心間距離および離型前の第２光学面１２
３の中心間距離が、発光素子１１４から出射される光の光軸間距離より短いため、本実施
の形態に係る光レセプタクル１２０は、射出成形により製造して変形した場合であっても
、発光素子１１４および光伝送体１１６を適切に光学的に接続することができる。
【００４６】
　なお、上記実施の形態に係る光レセプタクル１２０では、第１光学面１２１および第２
光学面１２３が凸レンズ面である場合を示したが、第１光学面１２１および第２光学面１
２３は平面であってもよい。具体的には、第１光学面１２１のみが平面であってもよいし
、第２光学面１２３のみが平面であってもよい。第１光学面１２１が平面に形成されてい
る場合、例えば、第３光学面１２２は、凹面鏡として機能できるように形成される。また
、第１光学面１２１や第３光学面１２２などにより、第２光学面１２３に到達する直前の
光が効果的に収束されている場合は、第２光学面１２３が平面に形成されていてもよい。
【００４７】
　また、上記実施の形態に係る光レセプタクル１２０は、受信側の光モジュールにも使用
することができる。この場合、受信用の光モジュールは、複数の発光素子１１４の代わり
に光を受光するための複数の受光素子を有する。複数の受光素子は、それぞれ発光素子と
同じ位置に配置される。受信用の光モジュールでは、第２光学面１２３が入射面となり、
第１光学面１２１が出射面となる。光伝送体１１６の端面から出射された光は、第２光学
面１２３から光レセプタクル内に入射する。そして、光レセプタクル１２０に入射した光
は、第３光学面１２２で反射して第１光学面１２１から受光素子に向かって出射される。
この場合、第１光学面１２１の中心軸間距離と、第１光学面１２１から出射された光のス
ポットとの位置関係について調べることにより、本実施の形態と同様に所望の光レセプタ
クルを製造することができる。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　本発明に係る光レセプタクルおよび光モジュールは、光伝送体を用いた光通信に有用で
ある。
【符号の説明】
【００４９】
　１０　光レセプタクル
　１２　入射面
　１４　反射面
　１６　出射面
　１８　ガイド孔
　１００　光モジュール
　１１０　光電変換装置
　１１２　基板
　１１４　発光素子
　１１６　光伝送体
　１２０，１２０’　光レセプタクル
　１２１　第１光学面（入射面）
　１２２　第３光学面（反射面）
　１２３　第２光学面（出射面）
　１２４　凹部
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